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第
一
条
中
「
か
ん
が
み
、
沖
縄
の
振
興
の
基
本
と
な
る
沖
縄
振
興
計
画
」
を
「
鑑
み
、
沖
縄
振
興
基
本
方
針
」
に
改

め
、「
こ
れ
」
の
下
に
「
に
基
づ
き
策
定
さ
れ
た
沖
縄
振
興
計
画
」
を
、「
よ
り
、
沖
縄
の
」
の
下
に
「
自
主
性
を
尊
重
し

つ
つ
そ
の
」
を
加
え
る
。

第
三
条
第
六
号
中
「
及
び
情
報
処
理
・
提
供
サ
ー
ビ
ス
業
」
を
「
、
情
報
処
理
・
提
供
サ
ー
ビ
ス
業
及
び
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
付
随
サ
ー
ビ
ス
業
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
通
信
又
は
情
報
の
処
理
若
し
く
は
提
供
に
関
す
る
事
業
活

動
で
あ
っ
て
政
令
で
定
め
る
も
の
を
行
う
業
種
を
い
う
。）」
に
改
め
、
同
条
第
十
号
中
「
産
業
高
度
化
事
業
」
を
「
産

業
高
度
化
・
事
業
革
新
促
進
事
業
」
に
改
め
、「
、
販
売
」
を
削
り
、「
同
じ
。）」
の
下
に
「
又
は
事
業
革
新
（
沖
縄
の
特

産
物
と
し
て
相
当
程
度
認
識
さ
れ
て
い
る
農
林
水
産
物
若
し
く
は
鉱
工
業
品
又
は
当
該
鉱
工
業
品
の
生
産
に
係
る
技
術

の
活
用
に
よ
り
新
た
な
事
業
を
創
出
し
、
又
は
新
た
な
需
要
を
相
当
程
度
開
拓
す
る
こ
と
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）」
を

加
え
、
同
条
第
十
六
号
を
削
り
、
同
条
第
十
五
号
中
「
駐
留
軍
が
」
を
「
駐
留
軍
（
日
本
国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の

間
の
相
互
協
力
及
び
安
全
保
障
条
約
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
日
米
安
保
条
約
」
と
い
う
。）に
基
づ
き
日
本
国
に
あ

る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
軍
隊
を
い
う
。）が
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
十
六
号
と
し
、
同
条
中
第
十
四
号
を
削
り
、
第

十
三
号
を
第
十
五
号
と
し
、
第
十
二
号
を
第
十
四
号
と
し
、
第
十
一
号
を
第
十
三
号
と
し
、
第
十
号
の
次
に
次
の
二
号

を
加
え
る
。

十
一

国
際
物
流
拠
点
産
業

国
際
物
流
拠
点
（
国
際
的
な
貨
物
流
通
の
拠
点
と
し
て
機
能
す
る
港
湾
又
は
空
港
を

い
う
。
以
下
同
じ
。）に
お
い
て
積
込
み
又
は
取
卸
し
が
さ
れ
る
物
資
の
流
通
に
係
る
事
業
、
当
該
事
業
の
用
に
供

さ
れ
る
施
設
の
設
置
又
は
運
営
を
行
う
事
業
そ
の
他
の
国
際
物
流
拠
点
を
中
核
と
し
た
集
積
が
形
成
さ
れ
、か
つ
、

当
該
集
積
の
形
成
が
貿
易
の
振
興
に
寄
与
す
る
と
見
込
ま
れ
る
事
業
で
あ
っ
て
政
令
で
定
め
る
も
の
を
い
う
。

十
二

特
定
国
際
物
流
拠
点
事
業

国
際
物
流
拠
点
産
業
に
属
す
る
事
業
の
う
ち
、
国
際
物
流
拠
点
を
中
核
と
し
た

集
積
の
形
成
が
特
に
見
込
ま
れ
る
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
を
い
う
。

第
二
章
の
章
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
二
章

沖
縄
振
興
計
画
等

第
四
条
の
見
出
し
中
「
の
内
容
」
を
削
り
、
同
条
第
三
項
中
「
平
成
十
四
年
度
」
を
「
平
成
二
十
四
年
度
」に
改
め
、

同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
二
項
中
「
沖
縄
振
興
計
画
」
を
「
前
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
の
ほ
か
、
沖
縄
振
興

計
画
」
に
、「
集
積
等
の
」
を
「
集
積
そ
の
他
の
」
に
、「
定
め
る
」
を
「
定
め
る
よ
う
努
め
る
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条

第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
第
一
号
を
削
り
、
同
項
第
二
号
中
「
産
業
」
を
「
観
光
の
振
興
、情
報
通
信
産
業
の
振
興
、

農
林
水
産
業
の
振
興
そ
の
他
の
産
業
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
一
号
と
し
、
同
項
中
第
三
号
を
第
二
号
と
し
、
第
四

号
か
ら
第
十
一
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
上
げ
、
同
項
第
十
二
号
中
「（
公
有
水
面
を
含
む
。）」
を
削
り
、
同
号
を
同

項
第
十
一
号
と
し
、
同
項
第
十
三
号
を
削
り
、
同
項
を
同
条
第
二
項
と
し
、
同
項
の
前
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

沖
縄
県
知
事
は
、
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
沖
縄
振
興
計
画
を
定
め
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

第
四
条
に
次
の
五
項
を
加
え
る
。

５

沖
縄
県
知
事
は
、
沖
縄
振
興
計
画
を
定
め
た
と
き
は
、
こ
れ
を
公
表
す
る
よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、
内
閣
総
理
大

臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６

内
閣
総
理
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
沖
縄
振
興
計
画
の
提
出
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
内
容
を
関

係
行
政
機
関
の
長
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
関
係
行
政
機
関
の
長
は
、
当
該
沖
縄
振

興
計
画
に
つ
い
て
そ
の
意
見
を
内
閣
総
理
大
臣
に
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
る
。

７

内
閣
総
理
大
臣
は
、
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
沖
縄
振
興
計
画
が
基
本
方
針
に
適
合
し
て
い
な
い
と
認

め
る
と
き
は
、
沖
縄
県
知
事
に
対
し
、
こ
れ
を
変
更
す
べ
き
こ
と
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

８

内
閣
総
理
大
臣
は
、
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
沖
縄
振
興
計
画
に
つ
い
て
前
項
の
規
定
に
よ
る
措
置
を

と
る
必
要
が
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
旨
を
沖
縄
県
知
事
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

９

第
五
項
か
ら
前
項
ま
で
の
規
定
は
、
沖
縄
振
興
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
二
章
中
第
四
条
の
前
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
沖
縄
振
興
基
本
方
針
）

第
三
条
の
二

内
閣
総
理
大
臣
は
、
沖
縄
の
振
興
を
図
る
た
め
、
沖
縄
振
興
基
本
方
針
（
以
下「
基
本
方
針
」と
い
う
。）

を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

２

基
本
方
針
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一

沖
縄
の
振
興
の
意
義
及
び
方
向
に
関
す
る
事
項

二

観
光
の
振
興
、
情
報
通
信
産
業
の
振
興
、
農
林
水
産
業
の
振
興
そ
の
他
の
産
業
の
振
興
に
関
す
る
基
本
的
な
事

項
三

雇
用
の
促
進
、
人
材
の
育
成
そ
の
他
の
職
業
の
安
定
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項

四

教
育
及
び
文
化
の
振
興
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項

五

福
祉
の
増
進
及
び
医
療
の
確
保
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項

六

科
学
技
術
の
振
興
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項

七

情
報
通
信
の
高
度
化
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項

沖
縄
振
興
特
別
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

国
事
行
為
臨
時
代
行
名

平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日

内
閣
総
理
大
臣

野
田

佳
彦

法
律
第
十
三
号

沖
縄
振
興
特
別
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

沖
縄
振
興
特
別
措
置
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
沖
縄
振
興
計
画
（
第
四
条
・
」
を
「
沖
縄
振
興
計
画
等
（
第
三
条
の
二
e

」
に
、「
観
光
振
興
計
画
等
」
を

「
観
光
地
形
成
促
進
計
画
等
」
に
、「
第
九
条
」を「
第
十
一
条
」
に
、「
第
二
款

観
光
の
利
便
性
の
増
進
等
（
第
十
条
e

第
三
款

観
光
振
興
地
域
の
施
設
の
整
備
等
（
第

第
十
五
条
）

十
六
条
e

第
二
十
条
）」
を「
第
二
款

外
国
人
観
光
旅
客
の
来
訪
の
促
進
（
第
十
二
条
e

第
二
十
条
）」
に
、「
第
四
款
」

を
「
第
三
款
」
に
、「
第
五
款
」
を
「
第
四
款
」
に
、「
産
業
高
度
化
地
域
」
を「
産
業
高
度
化
・
事
業
革
新
促
進
計
画
等
」

に
、「
自
由
貿
易
地
域
等
」
を
「
国
際
物
流
拠
点
産
業
集
積
地
域
」
に
、「
第
八
十
三
条
」
を
「
第
八
十
三
条
の
二
」
に
、

「
文
化
・
科
学
技
術
の
振
興
及
び
国
際
協
力
等
の
推
進
」
を
「
文
化
の
振
興
等
」
に
、「
第
七
章

駐
留
軍
用
地
跡
地
の

第
一
節

駐
留
軍
用
地
跡
地

第
二
節

大
規
模
跡
地
の
指

第
三
節

大
規
模
跡
地
給
付

利
用
の
促
進
及
び
円
滑
化
の
た
め
の
特
別
措
置

の
利
用
に
関
す
る
基
本
原
則
等
（
第
九
十
五
条
e

第
九
十
七
条
）

定
等
（
第
九
十
八
条
e

第
百
二
条
）

金
の
支
給
等
（
第
百
三
条
・
第
百
四
条
）

」を
「
第
七
章

駐
留
軍
用
地
跡
地
の
有
効
か
つ
適
切

な
利
用
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置（
第
九
十
五
条
e

第
百
四
条
）」
に
、「
第
百
二
十
条
」
を
「
第
百
二
十
一
条
」
に
改

め
る
。

２

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
後
の
不
正
ア
ク
セ
ス
行
為
の
禁
止
等
に
関
す
る
法
律
（
以
下
こ

の
項
に
お
い
て
「
新
法
」
と
い
う
。）第
十
四
条
の
規
定
（
新
法
第
十
一
条
の
罪
に
係
る
部
分
に
限
る
。）は
情
報
処
理

の
高
度
化
等
に
対
処
す
る
た
め
の
刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の

日
以
後
に
日
本
国
に
つ
い
て
効
力
を
生
ず
る
条
約
に
よ
り
、
新
法
第
十
四
条
の
規
定
（
新
法
第
十
一
条
の
罪
に
係
る

部
分
を
除
く
。）は
サ
イ
バ
ー
犯
罪
に
関
す
る
条
約
及
び
こ
の
法
律
の
施
行
の
日
以
後
に
日
本
国
に
つ
い
て
効
力
を
生

ず
る
条
約
に
よ
り
日
本
国
外
に
お
い
て
犯
し
た
と
き
で
あ
っ
て
も
罰
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
て
い
る
罪
に
限
り
、
適
用

す
る
。

内
閣
総
理
大
臣

野
田

佳
彦

総
務
大
臣

川
端

達
夫

経
済
産
業
大
臣

枝
野

幸
男

G
G
G
G
G
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G
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